
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 原村ペンション地区活性化事業 

事業主体 

（連絡先） 

Haramura ASC 

諏訪郡原村 17217-1617 

事業区分 ⑥ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費         191,476   円（うち支援金：      149,000 円） 

（活動写真）

 

①地区を元気にする 

②関連人口の増加による地域活性

化 

③感染症の影響の是正 

※自己評価【C】 

【理由】 

開催に向け努力したが残念ながら

中止とした。経験を踏まえ、次年

度の開催へ向けて準備していきた

い。 

【 Instagram】

ジ      】 

  【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

 

コロナウイルス感染症の急激な蔓延で、感染の心配

があり、周遊イベント及び手作りイベントの実施が出

来ず中止した。 

 

衰退する原村ペンション地区に人流を増やし活性化さ

せようと、イベントを企画した。 

 

９月５日 地区全体の周遊イベント 

ペンション街全体で取り組み、それぞれの庭先にショ

ップを開設し、お客様に歩いて回ってもらう。 

 

１月 30日 手作り体験販売会 

場所 八ヶ岳自然文化園 

さまざまな手作り品を体験、販売する。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

中止にはなったが、チラシの作成、説明会の開催等で事業について理解を求め、賛同者も

得られた。次年度へ向けて同様の事業を開催するという説明もできており、今年度出来なか

った分も含めて次へつなげていきたい。 


